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研究成果の概要（和文）： 本研究では、マーケティング・リフレーミングという萌芽的概念を扱う。その目的は、こ
の萌芽的概念を実践理論として定式化していくことである。そのために15のマーケティング事例を収集し、検討を重ね
ることで、不確実で相互依存的に構成される市場においては、エフェクチュエーションがコーゼーションを補完するこ
とを見定めるとともに、エフェクチュエーションを大規模組織に導入しようとするときに必要となる組織インフラにつ
いてのあり方を解明した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we have focused on a new marketing concept, ‘marketing 
re-framing’ which is in a germinal stage of theory development. The object of our research is to 
formulate this new concept as a practical theory. We have gathered 15 marketing cases and analyzed the 
complementary roles between effectuation and causation in the cases. We have found the role of 
organizational infrastructure which supports the use of effectuation in large companies.

研究分野： マーケティング
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、マーケティング・リフレーミン

グという萌芽的概念の企業実務への浸透を

促すための方法論の確立に挑む。 

リフレーミングとは、心理療法の用語であ

り、当事者自身の認知や活動のフレームが変

わることによって、同じ出来事に対する人々

の受け止め方や反応の仕方が新しいものへ

と生まれ変わることをいう。本研究の代表者

と分担者は従前より、心理療法に由来するリ

フレーミング概念の独自の特性を踏まえて、

制約をリソースに転じる対応がマーケティ

ングの文脈において有効となるメカニズム

を、事例研究と理論研究を通じて解明してき

た（栗木・水越・吉田編『マーケティング・

リフレーミング』有斐閣、2012）。 

本研究では、このマーケティング・リフレ

ーミングという萌芽的概念を、いかに企業実

務への浸透を促すかという課題が残されて

いることを踏まえて、この課題が企業の実践

のなかでいかに克服されているかを探索し、

その定式化をはかることをめざす。本研究の

課題が実践をいかに導くかにかかわるもの

であることを踏まえ、プラグマティズムに根

ざす市場創造の理論であるエフェクチュエ

ーションとの関連を探ることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、マーケティング・リフレーミ

ングという萌芽的概念を実践的な理論とし

て定式化していくことを目的に、事例研究と

理論研究を進め「意味の厚さの記述」に取り

組む。この取り組みには 2 つの焦点がある。

第 1 は、リフレーミングの実践を導くマーケ

ティング・リサーチの方法の探索であり、第

2 は、制約をリソースに転じるプロセスの導

き方の探索である。 
 
３．研究の方法 
本研究の代表者と分担者で分担し、リフレ

ーミングのなかで、市場創造あるいは事業成

長を果たしているマーケティング事例を資

料収集、および当事者への聞き取り調査によ

り把握した。これらの事例の整理と分析を踏

まえ、そこでのマーケティング実践を導く要

素の関連性について、本研究の代表者と分担

者、そして関連分野の研究者や実務家が参加

する共同研究会の場を設け、その検討を繰り

返し行った。 
 
４．研究成果 

本研究では、マーケティング・リフレーミ

ングという萌芽的概念を、さらに実践を支え

る理論として定式化していくことを目的に、

制約をリソースに転じたマーケティングの

諸事例を収集し、「意味の厚さの記述」によ

るプロセスの重層的理解に取り組んできた。

本研究では独自に収集した事例を理論と重

ね合わせて検討することで、不確実で相互依

存的に構成される市場においては、エフェク

チュエーションがコーゼーションを補完す

ることを見定めるとともに、エフェクチュエ

ーションを大規模組織で活発に展開しよう

とするときに必要となる組織インフラにつ

いての検討を重ねた。 

その結果として、本研究では、エフェクチ

ュエーションを大規模組織に導入しようと

するときには、マーケティング・リサーチと

マ－ケティングの実行プロセスの管理を、戦

略計画型から戦略直感型に切り替える必要

があること、そしてこの切り替えを高度に導

くには、省察を迅速かつ重層的にうながす組

織インフラがハードとソフトの両面で必要

となることを見いだした。 

以上の成果については、本研究の代表者と

分担者が、各種の雑誌論文や学会を通じて発

表した。 
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